
























































































































































































































































































































































































另外，该学位论文为（                            ）课题（组）
的研究成果，获得（               ）课题（组）经费或实验室的
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った記者見聞である。芥川が 1921 年 3 月 22 日に九州福岡県門司港から出発し
た。当時の中国では、国民党政府がすでに設立されたが、経済と軍事力が日本
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